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雨水調整池計画 

次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画追加策定（平成30年４月）の全体配置計画に基

づき計画敷地北側に雨水調整池（以下、「調整池」という。）を新設する。 

調整池の雨水調整池容量の計算は、「千葉県における宅地開発等に伴う雨水排水・貯留浸透

計画策定の手引き」（平成18年9月 千葉県県土整備部）（「林地開発許可申請の手引き」(千葉

県)および「防災調節池等技術基準(案)解説と設計実例」(日本河川協会)；参照）にもとづいて

行う。 

 

１）調整池容量の計算 

① 調整池流域 

調整池流域は、造成に係る1.97haとする。林地の0.43haは直接放流とし、これらを合わせ

て吉田排水路に排水する。 

② 平均流出係数 

施設設置後の平均流出率は、不浸透域流出率と浸透域流出率の面積による加重平均で求ま

る。調整池流域は全て造成に係るが、その20％以上の緑地を確保するものとし、不浸透域

1.58ha（80％）、浸透域0.39ha（20%）とした。 

流出率は、「千葉県における宅地開発等に伴う雨水排水・貯留浸透計画策定の手引き」（平

成18年9月 千葉県県土整備部）の設計基準より、下表のとおりとする。 

   

表-1 流出率 

区  分 流出率 備考 

不浸透域 1.0 屋根、道路、舗装面、その他の不浸透域、水面 

浸透域 0.6 間地、裸地、芝・樹木の多い公園、山林等 

 

・平均流出係数 

     𝑓＝
௙・஺

஺
 

ここで f ：平均流出係数、 A：流域面積 

              fa：浸透域流出係数(＝0.60) 

              fb：不浸透域流出係数(＝0.90) 

Aa：浸透域流域面積(＝0.39ha) 

              Ab：不浸透域流域面積(＝1.58ha) 

A：全流域面積(＝1.97ha) 
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  よって、 

 

       𝑓 =
ଵ.଴×ଵ.ହ଼ା଴.଺×଴.ଷଽ

ଵ.ଽ଻
 

        ＝0.92 

③ 調整池からの許容放流量 

調整池からの許容放流量は、次の式により算出される。比流量は、印旛沼土地改良区との

協議結果より0.0113㎥/sとする。  
Q q AP    

        ここでQP ：許容放流量(m3/s) 

              q：比流量(＝0.0113m3/s/km2) 

              A：流域面積(＝1.97ha) 

  よって、 

    97.10113.0 PQ  

        022.0 (m3/s) 

 

④ 調整池の水位･水面積･容量 

調整池の水位･水面積･容量は、次のとおりである。 

表-2 調整池の水位･水面積･容量 

標高 高さ 面積 平均面積 容量 累加容量 備考 

17.5   1,220       堆砂容量 

Vs＝309㎥ 

    >296㎥ 17.75 0.25  1,249 1,234.5 309 309 

20.4 2.65  1,561 1,405.0 3,723 4,032 調整容量 

Vｗ＝3,723㎥ 

   >3,592㎥ 21.0 0.60  1,634 1,597.5 959 4,991 

 

⑤ 調整池の堆砂量 

造成面積当たり堆砂量を150(m3/ha/年)とする。 

    AvVS   

        ここで：堆砂量(m3) 

              ：造成面積当りの堆砂量(＝150m3/ha/年) 

              ：造成面積(＝1.97ha) 
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     97.1150SV  

        296 ＜ 334  (m3/年) 

 

⑥ 設計降雨強度 

設計降雨強度は、年超過確率1/50の降雨強度式より求める。 

・降雨強度式：観測地域 我孫子 

      
3.1

817
5/3 


t

I  

        単位時間⊿ｔ：10min 

          ただし、単位時間は洪水到達時間と同一とする。 

        降雨継続時間：24時間 

 

⑦ 計算結果 

以上の条件のもとに、流入量と放流量の出し入れ計算を行い、最大容量を求める。 

計算結果と調整池の仕様を下に示す。 

 

表-3 調整池仕様総括表 

 必要規模 設計規模 備考 

流域面積Ａ(ha) 

現況部 ― ―  

造成部 1.97   

合  計 1.97   

流出係数 0.92   

降雨強度式 50年確率   

許容放流量(㎥/s) 0.022   

容量(㎥) 

洪水調節容量 3,237 3,561 0.015＞q≧0.01(10％割増) 

計画調節容量 3,723 3,723 ① 

堆砂量 296   

計画堆砂量 309 309 ② 

合計 4,032 4,032 ①＋② 

調整池水位(ｍ) 

堆砂位 17.75 17.75  

ＨＷＬ 20.085   

計画ＨＷＬ 20.400 20.400  

調整池天端高(ｍ) 21.0 21.0  

調整孔(ｍ) 
形状寸法 0.07×0.07 0.07×0.07  

敷高 17.75 17.75  

最大放流量(㎥/s) 0.020   
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Hmax=20.085m  

                                       

   

                                              qimax=0.712m3/s 

                                              qomax=0.020m3/s 

       図-1 時間-水位曲線（上）及び流入・流出ハイドログラフ（下） 
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２）放流管の計算 

放流管の断面を『防災調節池等技術基準(案)解説と設計実例』(日本河川協会)にもとづき決

定する。放流管の流下量はマニング式で求めるものとし、放流管の流水断面積は最大値が管路

断面積の3/4以下になるように設計する。 

・放流管の流下量ＱＨ(m
3/s) 

    
Q

n
A R IH    

1 2 3 1 2

 

    ここで、 A：流水断面積(㎡) 

            R：径深(ｍ) 

              
R

A

P


 

            P：潤辺(ｍ) 

            I ：勾配 

            n：粗度係数(ヒューム管の場合＝0.015) 

上式を、円形断面とした場合、流水断面積を管路断面積の3/4として変形すると、 

    
2138262.0

ID
n

Q H   ≧ OQ  

            D：管径(ｍ) 

となり、これを満たす管径とする。 

  放流管の管径を決定するにあたっては、完成後の維持管理を考えて、最小Ｄ＝1ｍとする。 

よって、Ｄ＝1.0ｍとすると、 

        𝑄ு =
଴.ଶ଺ଶ

଴.଴ଵହ
× 0.800଼/ଷ × 0.015ଵ/ଶ 

            ＝1.179(m3/s) ≧ 最大放流量＝0.020(m3/s) 

≧ 洪水吐の設計流量＝1.159(m3/s) 

となり、最大放流量及び後掲する洪水吐きの設計流量を流下可能なので、放流管の管径はφ800

とする。 

表-4 放流管の計算 

管   種 － ヒューム管 

管   径 mm 800 
粗度係数(ｎ) － 0.015 

余裕高 mm 238 
水  深 mm 562 

通水断面積(Ａ) m2 0.3770 
潤辺長(Ｐ) ｍ 1.5893 

径    深(Ｒ) ｍ 0.2372 
勾    配(Ｉ) ‰ 15.0 
流    速(Ｖ) m/sec 3.129 
流    量(Ｑ) m3/sec 1.180 
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３）洪水吐きの設計 

① 洪水吐きの設計流量 

洪水吐きの設計流量は、年超過確率1/200年の降雨強度式より求めたピーク流出量の1.2倍

とする。 

・降雨強度式：観測地域 我孫子 

    
4.0

530
2/1200 


t

r  (mm/hr) 

洪水到達時間(ｔ)は、10分とする。 

  よって、 

    
4.010

530
2/1200 

r  

        9.191  (mm/hr) 

・200年超過確率降雨式より求めた流出量 

AfQ  200200 360

1   (m3/s) 

            200 ：200年超過確率降雨強度(＝191.9mm/hr) 

            f ：開発後の平均流出係数(＝1.0) 

            A：開発後の調整池流域面積(＝1.97ha) 

よって、 

     𝑄ଶ଴଴ =
ଵ

ଷ଺଴
× 0.92 × 191.9 × 1.97 

        ＝0.966(m3/s) 

 

・洪水吐きの設計流量 

    2002.1 QQS   (m3/s) 

        ＝1.2×0.966 

        ＝1.159(m3/s) 

 

② 洪水吐きの形状と越流水深 

本計画の洪水吐きは、立坑式（矩形断面)の放流桝とする。 

2/3HLCQ   

             ここにQ :洪水越流量(m3/sec) 

                   C :流量係数(1.8) 

                  L:越流長(ｍ) 

                   H :越流水深 
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越流水深をＨ=0.30ｍとすると 

             𝐿 = 𝑄 ÷ ൫𝐶 × 𝐻ଷ/ଶ൯＝1.159÷（1.8×0.33/2）＝3.919 

ここに、洪水吐は放流桝の擁壁面を除く3方越流式の構造とする１辺の側壁上端に  

L=1.310(＝3.919/3＝1.306≒1.310)×H=0.3mの開口断面を設けるものとする。 

    また、越流口及び放流管の口径を勘案し、放流桝は 1 辺が 2.0ｍの正方形桝とする。 
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※ 計算資料（電算アウトプット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電算アウトプット（調整容量計算） 
※「防災調節池等技術基準(案)解説と設計実例（(社)日本河川協会）」 

の計算手法による 
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調整池洪水調節計算結果数値表(1) 
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調整池洪水調節計算結果数値表(2)  
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調整池洪水調節計算結果数値表(3) 

 


